



















人間は、 本来愛智（フィロソフィア）的であり、 常に〝 善きもの 〟
  に憧れ、
そのかぎりにおいて、その憧れに叶うものとして〝 善きもの 〟を創り出さないではいられない存在と考えられる。そうした人間によって、善さへの憧れとして創り出されたものすべてが、新たな「文化」を形成し いくための礎となり、社会への多大な知的貢献となっていくの 。つまり六十年にわたる本学部の紀要は、多くの教員一人ひとりが自らの素地をカルティベイトし がら、新たな文化の創造と社会への貢献を目指して紡ぎ続けてきた知 探求の歴史的所産といえる。
　
だが、この文化の創造を目指した知の探求は、 れからも限りなく継続
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